
移住・定住促進

島根県海士町
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日本海の島根半島沖合約60Kmに浮かぶ隠岐諸
島の中の一つ

隠岐諸島

約60Km

島根県

島根県海士町



島根県海士町

人 口：２，３５６（２，７８８）人

面 積： ３３．５（６９．６６）ｋ㎡

人口密度： ７０．５（４０）人／ｋ㎡

※（）内は普代村

島後
隠岐の島町
約14,000人

島前
西ノ島町
約2,900人

知夫村
約600人

海士町(中ﾉ島)
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海士町の基金残高の推移

公共事業で生き・活かされてきた島。住民の暮らし
は改善された反面、体力以上に膨らんだ地方債。

国の経済対策に呼応した公共事業への投資（離島振興法等）で社会資本が整備。

住民の暮らしは改善された反面、体力以上に膨らんだ地方債。
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地方債ピーク：約１０１.５億
※H２２地方債：約６９億



山内道雄 町長
平成14年当選 4期目



攻めと守りの自立への挑戦
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自立促進プラン
（H16年度～中長期）



「守り」
徹底した行財政改革の断行

結婚

祝金

結婚後、海士町に在住し、

引き続き定住の意志を持つ者

支給額 １００，０００円（１人５０，０００円）

１人１回限り

すこや
か祝金

海士町に在住し引き続き

定住の意志を持つ者が出産した時

支給額

子どもの数 支給額

１人目 １００，０００円

２人目 ２００，０００円

３人目 ５００，０００円

４人目以上 １，０００，０００円

妊娠・
出産、
子供の
通院に
係る交
通費等
助成

妊娠中の定期検診

・１回当たりの交通費

・宿泊費

・健診費
町外出身者の里帰り出産

不妊治療のために通院

18歳以下の子どもの精密検査
等に係る通院



「攻め」
一点突破型 産業振興策

攻めの実行部隊 365日勤務体制

出会い・定住の促進
本土外貨の獲得
新産業雇用創出

：交流促進課
：地産地商課
：産業創出課



０１
隠岐の食文化の代表格

島じゃ常識サザエカレー

商品開発研修生制度



０２
築地で最高値！

いわがき春香



０３
島生まれ、島育ち

隠岐牛のブランド化
建 設 業 か ら 農 畜 産 業 へ 異 業 種 参 入
（構造改革特区導入～農地法規制緩和））



０４
鮮度・流通ハンデを克服

ＣＡＳシステム導入

新商品開発



０５
原料は保々見湾の海水のみ

海士乃塩

海士御塩司所



伝統加工産業復活！

干しナマコ

干しなまこを中国へ輸出



春

秋

夏

冬

島のマルチワーカー
海士町観光協会から 派遣



Research Institute of Applied Phycology，

NoRI

養殖マコンブの収穫

海藻養殖施設 養殖ヒロメの収穫

ツルアラメ アカモク

そして、さらなる成長を遂げるために、

意外な資源、「海藻」 に着眼



成功事例でなく挑戦事例



海士町のモットー Ｈ２３．８月

便利なものはなくてよい。

生きるために大事なことは

すべてここにある。



楽しむ

地域、暮らしを楽しむ

↓

与えられるものではなく考えて楽しむ

↓

楽しみながら自分ができることが各々が自分でやる

↓

このスパイラルを楽しむことで好循環が生まれる



街づくりのための３つの必要なもの



ウィリアム・ジェームズ
（アメリカの心理学者）

意識が変われば、行動が変わる。

行動が変われば、習慣が変わる。

習慣が変われば、人格が変わる。

人格が変われば、運命が変わる。



ご清聴
ありがとう
ございました。


